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本市は、緑豊かで美しい山並みを周囲に配し、田園地帯の中心部を千曲川が流れる自

然に恵まれたまちです。この豊かな環境を守り、安全で快適なまちづくりを進めるため、

平成 14年 3月に飯山市基環境本計画（以下「前計画」という）を策定しました。 
前計画では、飯山市の望ましい環境像を実現するための基本目標、個別目標、環境指

標の設定、及び展開すべき環境施策を掲げるとともに、市民、事業者、市が協働して望

ましい環境像実現に取り組むための指針を示しました。 
前計画策定後は、市民・事業者が主体となり環境問題に対する学習、調査、啓発など

の活動を行う「いいやま環境会議」の取り組み、市では下水道の普及による千曲川及び

中小河川の水質改善や、ごみを減らすための資源化を促進するなど、豊かな環境づくり

に取り組み、一定の成果をあげることができました。 
一方、この 10年間で環境問題に取り組む市民・事業者が固定化されたり、掲げられ

た施策に行政として取り組むことができなかった項目もあり、市民・事業者・市が協働

で環境施策を推進・検証する体制をうまく確立することができなかった、という課題が

残りました。 
前計画策定から 10年が経ち、地球温暖化、山林・農地の荒廃、ごみの減量など、こ
れまで課題となっている環境問題に加え、平成 23年 3月に発生した東日本大震災によ
る、原子力発電所からの放射性物質放出や、それに伴う電力をはじめとしたエネルギー

不足の問題など、新たな環境問題にも直面しています。 
このような状況のもと、なお多様化・複雑化する環境問題に対処し、飯山市で生活す

るすべての人が参画して新たな視点に立った環境行政を進めるため、第２次飯山市環境

基本計画を策定するものです。 
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２－１ 計画の目的 

 

本計画は、飯山市環境基本条例に掲げられた４つの基本理念の実現に向けて、環境の

保全及び創造に関する総合的・長期的な目標と施策の大綱、環境への配慮などを定め、

現在及び将来の市民の健康で文化的な生活の確保に寄与することを目的とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２節 計画の目的と役割 

飯山市環境基本条例における基本理念 

基本理念１ 環境の恵みの享受と将来の世代への継承 

基本理念２ 環境への負荷の少ない持続的発展が可能な社会の構築 

基本理念３ 地球環境保全への取り組み 

基本理念４ 市、市民及び事業者の責務に応じた役割の実施 

環境を良好なものとして維持することが私たちの健康で文化的な生活に欠かせない

ものであることから、①健全で恵み豊かな環境を享受すること、②この環境が将来に

わたって維持されること、の２点が確保されるよう環境の保全及び創造に積極的に取

り組む必要があります。 

市民の生活基盤を確保するためには、今後とも活発な社会経済活動が行われる必要

がありますが、一方では、環境への負荷を増大させることにもなります。市民・事業

者・市が、環境の持つ復元力の範囲内で社会経済活動を営むことにより、社会のあり

方そのものを環境への負荷の少ない持続的発展が可能なものとする必要があります。

地球の温暖化、オゾン層の破壊などの地球環境問題は、私たちの日常生活にもその

原因があり、市民生活に密着した問題となっています。個人、地域の環境保全への取

り組みが地球環境の保全を図る上での前提であることから、すべての事業活動や日常

生活において、地球環境の保全に結びつくように取り組む必要があります。 

上記の基本理念を実現していくためには、市民・事業者・市が環境に対する理解を

深め、何を成すべきかを自覚し、それぞれの適切な役割分担のもとに、自主的かつ積

極的に環境の保全及び創造に取り組んでいく必要があります。 
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２－２ 計画の役割 

本計画は、飯山市環境基本条例に基づき、環境の保全及び創造に関する総合的かつ長 

期的な目標と施策の大綱を定めるとともに、環境への配慮などを定める環境行政のマス 

タープランです。また市政の基本方針を示す「総合計画基本構想」と連携して、環境施

策を総合的かつ計画的に推進することにより、本市の望ましい環境像の実現を目指すも

のです。 

市が策定する個別計画で環境に関する事項については、この計画を基本とするととも 

に、環境の保全及び創造に関する施策や事業、環境に影響を及ぼすおそれのある施策や 

事業は、この計画との整合を図っていくこととします。 
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３－１ 計画の期間 

 

本計画の期間は、平成２４年度から平成３３年度までの１０年間とします。 

なお、環境の変化や社会情勢の変化に適切に対応していくため、必要に応じて計画の 

見直しを行っていくものとします。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３節 計画の期間と対象 

飯山市環境基本計画 

 

環境基本計画

 

新計画 

平成24年 平成33年

第 3次総合計画 第 4次総合計画 第 5次総合計画 

平成25年

第２次 

環境基本計画 

平成 15 年 

平成14年

飯山市総合計画 

市総合計画と連携しながら計画を進めます 
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３－２ 計画の対象範囲 

本計画では、自然環境、生活環境を対象とし、地球環境問題を見据え持続可能な地域

社会を構築することを目指します。 

同時に、市・市民・事業者それぞれの自主的な環境保全への取り組みを推進するとと

もに、互いに連携を図りながら施策を実現していくための仕組みを構築します。 

 

 

 

気象、地形、河川･湖沼等、生物、自然環境保全に関わる施策 

 

 

 

雪とのかかわり、大気環境、水資源、公害、廃棄物･リサイクル、エネルギー使用、 

放射能汚染防止、土地利用、道路･交通、歴史･文化、景観、公園・緑地 

 

 

 

環境保全活動、環境教育 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．自然環境 

２．生活環境 

３．環境保全活動・環境教育 
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